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表23　自分自身の年齢についての感じ方（性別）
全体
男
女
男　　性　女　　性 全　　体
1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
％
80
E翻ユ
吻2
睡瑠3
Z224
［コ5
睡iヨ6
吻7
囲珀8
吻9
〔コ10
匡郵11
吻その他
年齢より若くみら
れたい
年齢相応にみられ
たい
特に意識していな
い
そ の　　他
無　　回　　答
合 計
　111
（23．2）
　121
（25．3）
　230
（48．0）
　　1
（0．2）
　　16
（3．3）
　479
（100．0）
　180
（26．6）
　189
（27．9）
　285
（42．1）
　　6
（0．9）
　　17
（2．5）
　677
（100．0）
　291
（25．2）
　310
（26．8）
　515
（44．6）
　　7
（0．6）
　　33
（2．9）
　1156
（100．0）
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年金制度の充実など高齢者の収入を安定させる
高齢者の医療負担を軽くする
高齢者の健康を守るために医療機関をふやす
高齢者の働く場をふやす
生涯を通じた健康づくりを進める
趣味を楽しんだり，教養を高める場をふやす
高齢者が安心して暮らせるような住宅をふやす
高齢者の相談窓口をつくる
在宅の高齢者の援護をする
道路や公共の建物などを高齢者が利用しやすいよ
うにする
11ボランティアなど，高齢者が社会に参加できる場
をふやす
図65望ましい高齢者施策（性別）
をふやす」「生涯を通じた健康づくりを進める」「趣味
を楽しんだり，教養を高める場をふやす」などがあげら
れ，それぞれ4割ないし2割の回答割合となっている。
　「高齢者の働く場」を望む声のなかには，生きがいと
してという意味もあろうが，収入につながるという意味
で経済面の援助施策とも考えると，上位6つのうち，2
つまでは経済面に関わる施策といえる。この2つは，男
性高齢者が強く望んでいる点でも共通している。
　また，医療負担や医療施設，健康づくりなどが望まれ
ていることから，健康面での援助施策への関心が強いと
いえよう。
4．　ま　と　め
　在宅高齢者の生活実態および生活意識に関する調査結
果をみるにあたっては，東京都近郊住宅地域という新座
市の特性を考慮に入れる必要がある。住生活の項でもみ
たように，壮年期以降に転入してきた高齢者が多く，し
かも勤め人が多いということから，地域とのつながりの
弱さが想定される。地域活動への参加希望はある程度
（31．7％）みられるものの，おそらくは，従来の地域コ
ミュニティの組織原理やルールと，新住民の行動とは若
干のくいちがいがあるのではなかろうか。「地域福祉」
の重要性が各方面で述べられているが，「地域福祉」実
現のためには，まず，地域社会が機能していなければな
らない。今後，新住民が高齢化するに先だって，高齢者
も参加しやすい，新しい地域参加の方法を多様に模索す
る必要が生じよう。
　また，「高齢者の自立を促す」ということが，よくい
われているが，今回の結果からみると，生活の分野，あ
るいは自立という言葉が使われる場面によって，「自立」
の意味が異なることが明らかとなった。高齢者自身の自
立志向は全体的に強いことから，この自立志向を活かす
ようなきめの細かい援助施策が考えられなければならな
い。例えば，健康面の自立志向が強いことから，高齢者
の健康問題を個人の責任に任せるのではなく，定期的な
検診などの機会を増やしたり，高齢者が検診や医療を受
け安い配慮をすることによって，各人の健康管理を実現
するような施策が望まれる。また，高齢者の生活態度に
おける積極性も，加齢や男女によって異なる面と共通の
面があることが明らかとなった。高齢者自身の積極性を
手がかりとして，結果的に自立を実現することが望まし
い。
　また，自立が阻害された時の援助をどのように行うべ
きかを検討することも重要と思われる。家族機能の弱体
化がいわれているなかで，在宅介護への期待は高まって
いるという矛盾した状況である。高齢者の介護を担って
いる家族への支援はもちろんのことであるが，家族への
依存志向は，精神面を重視するほうが，高齢者にとって
の満足感が高く，効果的な場合も充分に考えられる。重
い介護負担を家族のみに期待するのではなく，家族が高
齢者との精神的交流を図ることができるよう，社会化で
きる部分，あるいは社会化しなければならない部分を峻
別することも必要となろう。
　さらに，高齢者の幸福感や満足感はかなり高いもので
あるが，現在の高齢者は戦中，戦後の混乱期を体験して
きたなかで，現在の豊かさを肯定的に受け止めているこ
とも考えられる。高齢者の人生体験そのものは，非常に
貴重なものであり，これを若い世代に伝えていくととも
に，今後，真の豊かさとはどのようなものか追求してい
くことも重要と考えられる。
　高齢化社会の到来は，福祉負担の増加など，とかく暗
いイメージで語られることが多かったが，近年は個人個
人が長寿を全うできる時代として，積極的に捉えるべき
だとの主張も増えてきている。もちろん，日本の高齢化
の進展速度は，先進諸国に比べ著しいものがあるので，
社会システムのあり方には課題が山積している。r1．57
ショック」と世間を騒がせた出生率の低下傾向も，歯止
めがかからず，高齢化の進展はさらに，加速されてい
る。高齢者問題を「困難を抱えた高齢者への援助」とい
う狭い視野ではなく，青壮年を含む広い社会の問題とし
て捉えることが，今まで以上に大切になってくるといえ
よう。
　本稿では，今回の調査結果から，新座市の在宅高齢者
の現状を分析することを主目的としたので，男女別およ
び加齢による分析にとどまっているものが多い。家政学
および関連分野の総合的取り組みのなかから，高齢者問
題の総合化をめざす目的からみれば，不足の点は多々あ
る。今後，各分野毎の分析を深めること，前回調査結果
との比較，2回の調査にともに回答してくださった回答
者の追跡的分析等，取り組むべき研究課題はいくつかあ
る。また，調査対象者を在宅高齢者に限っているので，
施設入所者，あるいは，在宅の通所施設利用者との比較
分析といった視点に欠けている。この点も今後の研究課
題としたい。
　終わりに，今回調査実施については，新座市および下
記の民生委員各位の多大のご協力をいただいたことを記
して，謝意を表します。
　網野敏子石井幸子石井タキ子石井道雄岩崎市
五郎　大橋美知子　岡田朋枝　岡本さと子　加藤喜久
金子財次郎　釜田キミヨ　栗山一憲　小島昭三　小林昭
子　斉藤芳香　佐藤国夫　佐藤成三　清水信子　高野ち
え子高橋正雄田ロ美津江竜山尚之津田芳造天
日誠一　中條セッ子　中村加津江　中村きみ子　並木勝
雄　西村竹柏子　野口要範　橋本恵子　馬場陽子松田
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君江三浦美智子水野雅子三好ヤエ　村上妙子森
笠シゲ　森田えい　輪島忠治　渡辺洋子
　　　　　　　　　　　　　　（敬称略・五十音順）
〈関連資料および学会報告〉
（1984年調査に関するもの）
①昭和59・60年度文部省科学研究費補助金研究成果報告
　書「高齢者の生活形態における変容傾向の家政学的研
　究」1987．3
②「家族類型における高齢者の生活形態の分析」『生活
　学会報』第12巻1号30～34頁，1985．6
③「高齢者の健康状態と食生活行動」r日本家政学会関
　東支部会報』第14号2頁，1985．11
④「高齢者の生活行動と圏域について」『生活学会報』
　12巻2号57～59頁，1985．12
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　『生活学会報』12巻2号60～62頁，1985．12
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　学会報』12巻2号63～66頁，1985．12
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⑧「METHOD　OF　ANALYZING　THE　AGING
　POPULATION」『十文字学園女子短期大学研究紀要』
　第20集19～25頁，1989．3
（1989年調査に関するもの）
⑨新座市高齢者生活実態調査速報その1　1989．11
⑩新座市高齢者生活実態調査速報その2　1990．2
⑪新座市高齢者生活実態調査速報その3　1990．6
⑫家政学会第42回大会研究発表「高齢者の自立意識から
　みた生活実態一新座市高齢者生活実態調査より」
　1990．5
⑬家政学会第43回大会研究発表「高齢者の積極的な生活
　態度について一一yf座市高齢者生活実態調査より」
　1991．5
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